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第１章 一般事項 

(目的及び適用) 

第１条 この特記仕様書は、神子田雨水ポンプ場低圧進相コンデンサ外その２修繕の適正を期する

ために、本修繕に必要な事項を定めることを目的とする。これに記載されていない事項に

ついては、盛岡市下水道工事標準仕様書、土木工事共通仕様書(岩手県県土整備部)、電気

工事必携・電気設備工事一般仕様書(日本下水道事業団)、を参考に契約の適正な履行を図

るものとする。 

 

(修繕の場所及び期間) 

第２条 本修繕の場所は、次によるものとする。 

(1) 神子田雨水ポンプ場 盛岡市鉈屋町 11番 14 号 

(2) 下道雨水ポンプ場 神子田町９番 34 号 

(3) 大沢川原雨水ポンプ場 大沢川原一丁目５番 20 号 

(4) 中川雨水ポンプ場 盛岡駅西通二丁目 18 番 11 号 

(5) 上赤平汚水中継ポンプ場 黒石野三丁目 24番 40 号 

(6)  名乗沢第二マンホールポンプ場 山岸字大平 99番地 148 

２ 本修繕の期間は、契約締結日の翌日から令和６年３月 25 日までとする。 

 

(契約時の提出書類) 

第３条 受注者は契約締結時、次の書類を作成し、速やかに発注者へ提出し承認を得なければな

らない。なお、提出する書類は、盛岡市市営建設工事請負契約書に基づく各種提出書類の様

式について（平成 19 年３月１日付け 18盛契第 137 号財政部長通知）に定める様式に準ずる

ものとする。ただし、当該財政部長通知に定めのないものについては、監督員の指示する様

式によるものとする。 

(1) 修繕着手届 

(2) 当初工程表届 

(3) 現場責任者通知書 

(4) その他、発注者が必要と認めるもの 

 

(準拠法令) 

第４条 本修繕施工について、一般請負工事に関連する諸法令を遵守すること。 

 

(保安、衛生管理) 

第５条 受注者は、労働安全衛生に関する諸法規に基づき、最善の注意による安全衛生管理を実

施することとする。 
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(既存構造物の保護) 

第６条 本修繕の施工について、既設構造物等に支障を及ぼさないよう、養生等の防護を施さなけ

ればならない。もし誤ってこれら既設物に損傷を与えたり、また、発注者の承認を得て、便

宜上一時取り壊したりした場合は、受注者自らの責任においてこれを復旧し、発注者の検査

を受けなければならない。 

 

第２章 施工対象 

(施工対象設備及び施工内容) 

第７条  修繕対象設備は、ＰＣＢが含有されている疑いがある低圧進相コンデンサ等とする。 

２ 施工内容は、既設の低圧進相コンデンサ等を撤去し、同容量の仕様の低圧進相コンデンサ

等を新規で設けるものとする。なお、交換対象機器は、別紙の機器管理表のとおりとする。 

 

(修繕範囲) 

第８条 本修繕の範囲は、次によるものとする。 

(1) 現地調査 

(2) 機器及び資材等の調達 

(3) 施工段取（電気主任技術者との調整等を含む） 

(4) 低圧進相コンデンサ等の撤去 

(5) 低圧進相コンデンサ等の新設 

(6) 結線確認 

(7) 絶縁抵抗測定  

(8) 後片付け、清掃等 

 

（整 備） 

第９条 受注者は、監督員の指示に従い、試運転完了までの修繕を、的確に施工し、将来の維持管

理に支障を来たさないようにすること。 

  

(修繕計画書) 

第10条 受注者は、修繕着手に先立ち、修繕計画書を作成し、監督員に提出しなければならない。 

 

(一般事項) 

第11条 本修繕は、既設設備であるため、現場施工の際は、監督員と作業内容、時間等を協議し、

施工するものとする。 
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(完了時の提出書類) 

第12条  受注者は、修繕完了後、修繕完了届等所定の書類の他、次の書類を発注者に提出しなけれ

ばならない。 

(1) 完成図 ２部 

(2) 出荷証明書 ２部 

(3) 試験成績表（絶縁抵抗測定） ２部 

(4) 修繕施工写真（修繕前、修繕中） ２部 

(5) 修繕完成写真  ２部 

(6) 保証書  ２部 

(7) その他、発注者が必要と認められる書類 ２部 

 

第３章 検 査 

(完了検査) 

第13条  修繕完了後、修繕完了届を提出し、完了検査を受けなければならない。 

２ 完了検査は、現場責任者は必ず立ち会うものとし、検査に必要な器具、材料、雑品及び人

員等の諸準備は、全て受注者が行わなければならない。 

３ 完了検査は、次の検査を行う。 

(1) 出来形検査 

製品規格、品質及び数量等の検査 

(2) 書類検査 

本特記仕様書の第12条による完了時の提出書類の検査 

(3) その他、検査員が必要と認める検査 

４ 検査に要する費用は、全て受注者の負担とする。 

 

第４章 その他 

（その他） 

第14条 本特記仕様書に、疑似等が生じた場合は、発注者と受注者の両者協議のうえ、決定するこ

ととする。 



階
部屋
の
名称

盤の名称 盤メーカー
機器の
名称

製造者 形式
製造
番号

容量 電圧 台数 製造年

判定
(高濃度・
低濃度・
分析調査)

管理番号 備考

１階 ポンプ室 低圧動力(DL01) 日立製作所 低圧Sc ﾆﾁｺﾝ㈱ N1形SH YE 50uF 200V 2 1991 分析調査 交換

１階 ポンプ室 低圧動力(DL01) 日立製作所 低圧Sc ﾆﾁｺﾝ㈱ N1形SH WE 150uF 200V 2 1991 分析調査 交換

１階 ポンプ室 低圧動力(DL01) 日立製作所 低圧Sc ﾆﾁｺﾝ㈱ N1形SH UH 20uF 200V 2 1991 分析調査 交換

１階 ポンプ室 低圧動力(DL01) 日立製作所 低圧Sc ﾆﾁｺﾝ㈱ N1形SH VF 20uF 200V 1 1991 分析調査 交換

屋外 引込電源盤 日立製作所 高圧Sc ﾆﾁｺﾝ㈱
AF66230
0KC5

B8Y1028 25/30kvar 6600V 1 1998 分析調査 交換

１階 ポンプ室
電源主幹盤
(AL01)

日立製作所 低圧Sc ﾆﾁｺﾝ㈱
BB22110
0KA2

S0649 658μＦ,10kvar 220V 1 1993.5 分析調査 交換

１階 ポンプ室
電源主幹盤
(AL01)

日立製作所 低圧Sc ﾆﾁｺﾝ㈱
BB22115
0KA2

Z2551 986μＦ,15kvar 220V 1 1993.12 分析調査 交換

１階 ポンプ室
No4･5雨水電動ポンプ盤

(DR04) 日立製作所 低圧Sc ﾆﾁｺﾝ㈱
BB22160
1TC1

Y2887
Y2888

600μF
9.1/11kvar

220V 2 1993 分析調査 交換

屋外 自立形
低圧切換盤
(AL01)

日立製作所 低圧Sc ﾆﾁｺﾝ㈱
BB22110
0KA2

Ｙ1072 658ｕＦ,10kvar 220V 1 1992.11 分析調査 交換

屋外 自立形
低圧切換盤
(AL01)

日立製作所 低圧Sc ﾆﾁｺﾝ㈱
BB22110
0KA2

Ｙ1073 658ｕＦ,10kvar 220V 1 1992.11 分析調査 交換

2階 電気室 切替盤 日立製作所 低圧Sc ﾆﾁｺﾝ㈱
BB20170
1TC1

Z1180
700μF

8.79/10.6kva
200V 1 1987 分析調査 交換

2階 電気室 切替盤 日立製作所 低圧Sc ﾆﾁｺﾝ㈱
BB2011
02TC1

P2502
1000μF

12.6/15.1kva
200V 1 1988 分析調査 交換

1階
自動給水装置

盤
荏原製作所 低圧Sc

マルコン
電子㈱

NLF-
N2030T

－ 30μF 200V 2 1988 分析調査 交換

1階 電気室 電源切替盤 日立製作所 低圧Sc ﾆﾁｺﾝ㈱
BS22120
1AC1

－
200μF
3.0/3.6kvar

220V 1 2004 分析調査 交換

1階 電気室 ポンプ制御盤 日立製作所 低圧Sc ﾆﾁｺﾝ㈱
BB20160
1TC3

－
600μF
7.5/9.0kvar

200V 2 不明 分析調査 交換

1階 電気室 ポンプ制御盤 日立製作所 低圧Sc ﾆﾁｺﾝ㈱
BS20150
1AC1

－
500μF

6.28/7.54kva
200V 4 1984 分析調査 交換

<名乗沢第二マンホールポンプ場>

ポンプ場費

<上赤平汚水中継ポンプ場>

機器管理表

<神子田雨水ポンプ場>

<下道雨水ポンプ場>

<大沢川原雨水ポンプ場>

<中川雨水ポンプ場>


